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「あなたは、どちらを選びますか？」 

～ことばは、こだまするんです～ 
 

 

 

 

 

 

 

 金子みすゞさんという人の「こだまでしょうか」という詩です。 

 こだまとは、この詩の中では、人から返ってくる言葉のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「たった一言で、人は傷つく。たった一言で、人は微笑む。自分がやさしく話しかければ、きっと相

手も、おだやかに答えを返してくれる。言葉は、人から人へこだまするんです。」（AC ジャパン） 

 

 ８月２８日（金）、６年生の代表の皆さんが、「いじめ防止サミット」

という話し合いに参加しました。「いじめをどうしたらなくすことが

できるのか」ということについて、北陽中学校、小出小学校の代表の

皆さんと話し合いをしました。そこで、香川小学校の代表の６年生

は、「言葉の大切さ」について発表をしました。 

 

 今日から、夏休み明け１日目が始まります。あなたが使う言葉が、

 

 

 

 

 学校教育目標……『自分らしさを大切にし、互いに認め合える子どもの育成』 「自律」と「共生」 

 めざす子ども像…『共に考える子・互いに思いやる子・みんなでチャレンジする子・最後まで諦めない子』 

 めざす学校像……『子どもたちから笑顔が絶えない学校・気持ちのいい挨拶、きれいな学校・教職員同士が           

専門家として成長できる学校・保護者の期待に応える学校・地域と学校が支え合う学校』 

  茅ヶ崎市立香川小学校  ２０２６年度 ９月号       ２０２６年９月１日発行 

９月号 
ＮＯ.６ 

「遊ぼう」っていうと  「遊ぼう」っていう。 

 「ばか」っていうと   「ばか」っていう。 

 そうして、あとで さみしくなって、 

 「ごめんね」っていうと   「ごめんね」っていう。 

 こだまでしょうか、   いいえ、誰でも。 

 

「うざい」というと「うざい」という言葉が返ってくる。 

 「きもい」というと「きもい」という言葉が返ってくる。 

 とげのある言葉には、とげのある言葉や気持ちが返ってきます。 

 「だいじょうぶ」というと、「ありがとう」という言葉が返ってくる。 

 「ありがとう」というと、「どういたしまして」という言葉が返ってくる。 

 やさしい言葉には、やさしい言葉が返ってきます。 

 

 それだけではありません。 

いっしょにおだやかな気持ちや笑顔も連れてきてくれます。 

あなたは、どちらを選びますか。 

 あなたに返ってくる言葉は、あなたが選んだ言葉です。 

 

 



笑顔を連れてきます。そして、その笑顔は、伝染するんです。友だちに広がるんです。笑顔いっぱい

の香川小学校にしましょう。              （夏休み明け朝会 校長の話より抜粋） 

  

 香川小学校では、「いじめ防止の取組」として、６月と１１月にテーマを決めて「全校道徳」を実

施しています。６月は、「言葉の大切さ」について話し合いました。１１月は、「いじめをなくすため

には」というテーマで全校の子どもたちがそれぞれの学級、学年で話し合いをする予定です。 

 また、「いじめ防止サミット」で話し合われた内容については、代表で参加した６年生が、全校の

子どもたちに伝えることを計画しています。 

 

「どこに目を向ける？」 
～コップの水は、まだ半分もある！～ 

夏休みに入る前日に、皆さんに私の夏休みの目標を発表しました。どのくらい達成できたでしょう

か。 

「朝早く起きて運動をする」これは達成！（子どもたちから拍手が沸き起こりました。本当に心や

さしい子どもたちです）朝できない時もありましたが、そんな時は、夕方がんばりました。 

「読書」の目標、５冊。これも達成！（またもや拍手。ありがとう）目標を立てたおかげで、今年

も面白い本との出会いがありました。 

でも、「サーフィンとウクレレ」、これは達成できませんでした。（子どもたちからは、『え～！』と

いう残念そうな声が挙がりました） 

今年の夏休みも、私は、目標を立てたけど、できたこととできなかったことがありました。去年も

そうでした。 

だけど、できてもできなくても、やってみて分ったことがあります。 

それは、「できた方に目を向けよう！」ということです。そう

しないと、「あ～あ、自分はだめだな・・・。」と思ってしまう

からです。 

「コップに半分水が入っている」・・・そのコップを見たとき

に、「あ～あ、半分しかないや。」と考えるのではなく、「半分も

あるぞ！」と考えるのです。「自分は、毎日運動できた。よし、

よくやった！」と思うことにしました。もちろん「サーフィン」

と「ウクレレ」をあきらめたわけではありません。また、挑戦

したいと思っています。 

皆さんも、いろいろな夏休みの過ごし方があったと思います。今日からまたスタートです。 

いっしょにがんばりましょう。            （夏休み明け朝会 校長の話より抜粋） 

 

「ありがとうの気持ちを伝えよう」 
 夏休み明け、子どもたちが気持ちよく登校できるようにと、施設業

務員の福岡が、正面玄関のサッシをきれいに清掃しました。とても暑

い日で、汗びっしょりになりながら作業をしていました。順次、１階の

サッシを清掃する予定です。子どもたちには、学校には先生だけでな

く様々な人が働いていて、自分たちを支えてくれているということを

伝えていきたいと思います。 






